
災
害
時
医
療
連
携
を

町
郷
恕
図
譜
初
の
国
際
会
議

　
ア
ジ
ア
1
3
力
国
・
地
域

の
医
師
会
や
災
宵
待
の
医

療
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ

ｏ
（
非
政
府
組
織
）
ダ

堂
に
ハ
言
た
国
際
医
療
ボ

ク
ノ
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
主

催
の
初
の
国
際
会
議
が
1
2

日
、
岡
山
市
で
５
日
間
の

日
程
で
始
ま
っ
た
。
活
動

報
告
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

人
災
古
詩
の
支
援
態
勢
の

在
り
方
を
協
議
。
Ｂ
日
に

は
疾
視
強
化
に
向
け
た

‐
‐
‐
ア
ジ
ア
柏
元
禄
肋
大
吉

一 一

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

発
足
さ
せ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
か
ら
1
3
団
体
の

約
8
0
人
が
参
加
。
苛
波
茂

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
が
基
調
講

演
し
、
被
災
地
へ
の
医
療

チ
ー
ム
派
遣
の
際
、
現
地

の
受
け
入
れ
態
勢
が
整

岡山でＡＭＤＡ

っ
て
い
な
い
と
入
国
や
活

動
自
体
が
困
難
に
な
る

と
指
摘
。
「
各
国
の
関
連

団
体
が
平
時
か
ら
強
く

つ
な
が
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
兪
を
款
え
る
」
七
訴
え

た
。

　
参
加
回
体
の
代
表
者
1
3

人
は
活
動
状
況
を
報
告
。

医療支援の充実へ連携を呼び掛ける菅波
代表（左）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
緊
念
持

の
医
療
支
援
を
行
う
財
回

法
人
の
ア
リ
ョ
ノ
・
プ
ス

ず
不
ゴ
ロ
理
事
長
は
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲

に
な
っ
た
今
年
↓
月
の
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
洪
水

被
害
を
説
明
。
「
医
療
体

制
が
未
熟
な
た
め
、
自
国

だ
け
で
は
人
災
害
へ
の
対

応
は
不
可
能
。
海
外
か
ら

の
支
援
を
期
待
し
た
い
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　
1
3
日
に
は
同
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
立
の
調
印
式
を
行

４
へ

ｔ

「
巨
大
地
震
で
負
傷

者
が
多
数
発
生
」
と
い
っ

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
支
援
要
竿
や
情
報

提
供
の
方
法
、
ス
ム
ー
ズ

な
入
国
に
向
け
た
準
備
な

ど
各
団
体
が
果
た
す
べ
ぎ

役
聯
を
協
議
す
る
。

　
伺
Ｖ
拓
目
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
人
心
外
国
人
の
性
み
や

す
い
街
づ
く
口
に
取
○
組

仁
総
社
市
を
け
じ
め
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
働
す
る
自
治

一
体
の
袖
察
な
ど
に
充
て

言
い
　
（
舟
越
俊
司
）


	page1

